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誰
も
が
支
え
合
い
つ
な
が
り
続
け
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
む
け
て

令和６年度
事業報告

岐阜県初の全国ナイスハートバザールを令和６年１１月２１～２５日にて開催しました。
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⑴
生
活
困
窮
者
等
へ
の
相
談
支
援

　
生
活
保
護
に
至
る
前
の
生
活
困
窮
者
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
27
年
４
月
に
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
は
、

平
成
27
年
度
よ
り
町
村
圏
域
に
お
け
る
自
立
相

談
支
援
事
業
を
県
の
受
託
に
よ
り
実
施
。
以
降
、

家
計
改
善
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援
事
業
、

就
労
体
験
等
開
拓
事
業
等
の
任
意
事
業
を
実
施

し
、
町
村
社
協
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
及
び
対
象
者
の
課
題
把
握
、

自
立
生
活
に
向
け
た
一
体
的
な
支
援
に
努
め
て

い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
新
規
相
談
件
数
は
2
2
6
件

で
、
相
談
内
容
の
多
く
は
生
活
費
や
仕
事
探
し

な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
病
気
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
、
多
重
債
務
や
家
計
管
理

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
長
期
間
無
就
労

状
態
の
方
の
一
般
就
労
へ
の
準
備
を
支
援
す
る

た
め
、
県
内
企
業
・
福
祉
施
設
等
と
連
携
し
、

就
労
先
の
見
学
や
就
労
体
験
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
っ
た
。

・
就
労
体
験
等
登
録
企
業
数
：
３
３
６
か
所

・
企
業
等
見
学
及
び
体
験
に
よ
る
就
労
準
備
支

援
：
99
件

　
ま
た
、
県
内
の
自
立
相
談
支
援
機
関
の
連
携

を
強
化
し
、
現
状
や
課
題
の
共
有
化
を
図
る
た

め
関
係
機
関
の
連
絡
会
議
等
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
検
討
会
議
で
は
「
生
活
困
窮
者
支
援
を

通
じ
た
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
直
面
す
る

課
題
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
実
態
調
査
等
を
と

り
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
た
。

⑵
潜
在
化
す
る
生
活
困
窮
者
層
に
向
け
た

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
実
施

①
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
借
受
人
に
対
す
る
ア
ウ

　
ト
リ
ー
チ

　
町
村
部
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
借
受
人

（
免
除
者
）
に
対
し
て
、
町
村
社
協
と
の
連
携

に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
や
電
話
相
談
に
よ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
実
施
。
現
在
の
生
活
状
況
等
を
把

握
し
、
自
立
相
談
等
の
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

た
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
世
帯
数
：
３
５
９
件

　
回
答
件
数
：
95
件

・
生
活
状
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
架
電
件
数
：
６
５
５
件

　
面
談
件
数
：
30
件

②
子
ど
も
食
堂
等
実
施
団
体
に
対
す
る
ア
ン

　
ケ
ー
ト
調
査

　
子
ど
も
食
堂
等
実
施
団
体
に
対
し
、
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
に
か
か
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て

訪
問
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
現
状
把

握
に
努
め
た
。

⑴
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
債
権
管
理
の
実
施

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
、
令
和
４
年
６
月
か
ら

免
除
手
続
き
が
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
は
償
還

が
開
始
と
な
り
、
引
き
続
き
償
還
免
除
の
手
続

き
等
に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
の
累
計
で
貸
付
件

数
の
４
割
弱
が
償
還
免
除
と
な
っ
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
１
月
か
ら
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付

分
の
償
還
が
始
ま
り
、
全
債
権
の
償
還
が
開
始
、

令
和
５
年
１
月
償
還
開
始
の
緊
急
小
口
資
金
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
２
年
間
の
償
還
期
限
を
経

過
し
「
償
還
期
限
後
」
と
な
っ
て
い
る
。

〔
免
除
要
件
〕

・
住
民
税
非
課
税
、
生
活
保
護
受
給
、
死
亡
、

　
自
己
破
産
等

〔
償
還
状
況
〕　
　

・
順
調
に
償
還
し
て
い
る
方
は
２
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
約
４
割
の
方
が
償

還
困
難
（
６
回
以
上
滞
納
）
・
未
応
答
と
何

ら
か
の
事
情
で
償
還
が
滞
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
借
受
人
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

社
会
福
祉
法
人 

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告
書

　
令
和
６
年
度
は
、
第
６
次
ウ
イ
ン

ク
プ
ラ
ン
（
令
和
４
年
度
〜
令
和
８

年
度
）
の
３
年
目
に
あ
た
り
、
「
誰

も
が
支
え
合
い
つ
な
が
り
続
け
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、

市
町
村
社
協
、
社
会
福
祉
施
設
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
そ
の
他
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
基
本
目
標

及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
の
長
引
く
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
困
窮
家
庭

の
状
況
は
年
々
厳
し
さ
が
増
し
て
お

り
、
本
会
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
特

例
貸
付
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援

等
、
引
き
続
き
生
活
が
困
難
な
方
へ

の
継
続
し
た
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

支
援
の
た
め
、
県
内
市
町
村
社
協
の

協
力
を
得
て
、
発
災
後
か
ら
約
１
年

間
に
わ
た
り
、
石
川
県
珠
洲
市
に
応

援
職
員
を
派
遣
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
県
内
に
お
け
る
大
規
模
災

害
発
生
に
備
え
、
能
登
半
島
地
震
で

の
支
援
を
振
り
返
り
、
県
内
に
お
け

る
支
援
体
制
に
つ
い
て
改
め
て
検
証

し
体
制
整
備
に
努
め
た
。

238
312

85
103

20
46

234
312

112
139

43
14

226
314

130
150

70
13

自立相談支援事業
 　新規相談件数
 　プラン作成件数
家計改善支援事業
 　新規相談件数
 　プラン作成件数
就労準備支援事業
 　新規相談件数
 　プラン作成件数

〔相談件数等の実績〕 ※プラン作成件数は
　再プランを含む

令和4年度 令和5年度 令和6年度

暮
ら
し
を
支
え
よ
う

基
本
目
標
１

1 

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の

　 

体
制
強
化

2 

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
債
権
管
理

　 

の
充
実
・
強
化

事
業
概
要

〔
重
点
事
業
〕

令
和
６
年
度
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⑵
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
借
受
人
に
対
す
る

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
借
受
人
に
対
す
る
貸
付
後

の
生
活
状
況
の
把
握
及
び
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
貸
付
後
に
継
続
的

な
償
還
が
で
き
て
い
な
い
借
受
人
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
市
町
村
社
協
と
情
報
共

有
を
図
り
、
「
償
還
猶
予
・
減
額
返
済
」
や

「
自
立
支
援
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
」
等
の
相
談
に

対
応
し
た
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
（
累
計
３
回
以
上
の
滞

　
納
が
あ
る
借
受
人
）
：
４
、０
６
４
件

・
回
答
数
：
６
１
４
件
（
紙
回
答
：
４
６
０
件
、

　
W
e
b
回
答
：
１
５
４
件
）

・
市
町
村
社
協
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援

　
件
数
：
２
７
３
件

　
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
が
社
会
的
孤
立
に
陥

ら
な
い
よ
う
、
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
活
動
、

子
育
て
家
庭
へ
の
宅
食
活
動
な
ど
「
子
ど
も
の

居
場
所
活
動
」
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
「
岐
阜
県
子
ど
も
の
居
場
所
応
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
は
じ

め
、
食
品
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
よ
り

子
ど
も
の
居
場
所
を
応
援
し
た
い
企
業
の
開
拓

や
食
料
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
居
場
所
を
運
営
す
る
方
々
の
相
談
支

援
や
登
録
サ
ポ
ー
タ
ー
の
交
流
会
等
を
実
施
し

子
ど
も
の
居
場
所
の
運
営
を
支
援
し
た
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
数
：
2
6
9
か
所

　
（
子
ど
も
の
居
場
所・学
習
支
援 

1
5
6
、

　
企
業 

62
、県
内
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
等 

51
）

・
食
糧
支
援
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
）

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
寄
附
（
飲
料
、
米
、
レ

　
ト
ル
ト
、
お
菓
子
等
）
：
約
42
ト
ン

・
居
場
所
等
か
ら
の
相
談
件
数
（
居
場
所
の
運

　
営
、
食
料
支
援
等
）
：
1
9
7
件

　

42
カ
所
の
実
施
社
協
に
専
門
員
を
配
置
し
、

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
等
の
日
常
の
生

活
に
不
安
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続

き
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
な
ど
を
支
援
す
る
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

・
相
談
件
数　
２
８
、１
１
７
件

・
実
利
用
件
数　
８
８
４
件

　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
対
す
る
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
権
利
擁

護
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
に
か
か
る
市
町
村
計
画
の
策
定
や

中
核
機
関
の
整
備
等
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

「
中
核
機
関
等
職
員
研
修
会
」
「
法
人
後
見
従

事
者
養
成
研
修
会
」
な
ど
行
政
や
社
協
職
員
等

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
新
た
な
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
「
市
民
後
見
人
養
成
研
修
」
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
以
降
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
見
直
す
た
め
検
討
会
を
実
施
し
た
。

⑴
三
者
連
携
に
よ
る
被
災
者
支
援
活
動
の

　
体
制
整
備

　
近
年
、
地
震
や
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
全
国

各
地
で
頻
発
す
る
な
か
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
県
内
に
お
け
る
大
規
模
災
害
発
生
に
備
え
、

災
害
時
に
多
数
の
被
災
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切
・
効
果
的
な
支
援
を

行
う
た
め
、
行
政
や
社
協
及
び
専
門
的
な
知
識

や
技
術
を
有
す
る
N
P
O
等
と
三
者
が
連
携
し

て
被
災
地
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
会
で
は
、
能
登
半
島
地
震
で
の
支
援
を
市

町
村
社
協
と
振
り
返
り
、
県
内
に
お
け
る
支
援

体
制
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、

三
者
連
携
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入

体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
県
及
び
市
町
村
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
調
整
会
議
の
体
制
整

備
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

・
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
地
支
援
を
振

　
り
返
る
会

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
者

　
研
修
（
運
営
編
・
技
術
編
）

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
体

　
験
型
研
修
（
石
川
県
鳳
珠
郡
穴
水
町
）

⑵
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
地
で
の

　
支
援
活
動

①
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被

害
の
あ
っ
た
被
災
地
の
社
協
を
支
援
す
る
た
め
、

石
川
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
石
川
県
珠
洲

市
に
職
員
を
派
遣
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
等
を
支
援
し
た
。

〔
派
遣
期
間
〕令
和
６
年
４
月
１
日
〜
12
月
９
日

　
　

 

※
令
和
６
年
１
月
18
日
か
ら
継
続
派
遣

〔
派
遣
人
数
〕89
名

　
　

 （
県
社
協
：
30
名
、市
町
村
社
協
：
59
名
）

　
（
派
遣
全
日
程
）派
遣
人
数
：
１
５
３
名

　
　

 （
県
社
協
：
48
名
、市
町
村
社
協
：
１
０
５
名
）

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行

　

石
川
県
珠
洲
市
の
復
旧
を
支
援
す
る
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
、
県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
被
災
者
支
援
活
動
を
実

施
し
た
。

〔
期
　
　
日
〕令
和
６
年
10
月
26
日
〜
27
日

〔
活
動
場
所
〕石
川
県
珠
洲
市

　
　
（
珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

〔
派
遣
人
数
〕31
名

〔
活
動
内
容
〕被
災
家
屋
の
片
づ
け
、瓦
礫
の
撤
去
、

　
　

 

災
害
廃
棄
物
の
分
別
作
業
な
ど

3 

子
ど
も
の
居
場
所
応
援
セ
ン
タ
ー
の

　

 

設
置
・
運
営

5 

被
災
者
支
援
活
動
の
体
制
整
備

4 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

　

 

及
び
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

※R7.3末までの累計実績

17,441

15,035

8,012

2,518

4,505

32,476

3,324,145

6,396,476

3,301,727

1,109,560

1,985,189

9,720,621

6,207

5,883

3,444

997

1,442

12,090

1,130,476

2,541,647

1,451,031

445,530

645,086

3,672,123

1,159,540

253,165

202,861

35,378

14,926

1,412,705

39.3

34.1

23.8

34.5

51.2

39.5

103

76

52

13

11

179

〔コロナ特例貸付状況〕
貸付決定区　分 償還免除 償還金 償還率

決定件数 金額（千円） 決定件数 金額（千円） 金額（千円） ％

償還猶予

件数

256

192

128

41

23

448

償還月数
減額対応
件数

緊急小口資金

総合支援資金

　　 初　回

　　 延　長

　　 再貸付

合　　　　計 
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令和４年度
令和５年度
令和６年度

新規求人数 採用者数
6,371人
7,134人
6,673人

新規求職者数
695人
646人
681人

147人
150人
112人

〔求人・求職登録等の状況〕

ふ
れ
あ
い
を
支
え
よ
う

基
本
目
標
２

1 
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
推
進

　
急
速
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
な
か
、
単
身
世
帯
や
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
、

孤
独
・
孤
立
な
ど
住
民
の
地
域
生
活
課
題
が
一

層
多
様
化
し
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、

問
題
の
早
期
発
見
や
課
題
の
共
有
化
、
見
守

り
・
助
け
合
い
や
交
流
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

高
齢
者
サ
ロ
ン
や
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
な

ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
本
会
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
具
体
的
な
実

践
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
各
種
会
議
や
研

修
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
社
協
へ

の
巡
回
訪
問
を
実
施
し
、
法
人
の
経
営
状
況
や

地
域
福
祉
活
動
の
実
施
状
況
、
本
会
へ
の
要
望

等
の
聞
き
取
り
を
通
じ
て
、
市
町
村
社
協
の
取

組
を
支
援
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る
活

動
は
、
制
度
の
谷
間
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
地
域
で
の
生
活
課
題
に
対
し
て
、

制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
実
践
を
創
り
出

し
て
い
く
活
動
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
地
域

ニ
ー
ズ
を
主
体
的
に
解
決
し
て
い
く
方
法
の
一

つ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
市
町
村
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
団
体
等
と

の
連
携
を
強
化
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
の
よ
り
一
層
の
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
で
縮
小
傾
向
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
、
活
動
者

が
参
集
し
て
情
報
交
換
す
る
機
会
等
を
設
け
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
2
0
2
4
in
東
濃

・
生
活
支
援
活
動
団
体
「
情
報
交
換
会
」

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
、
介
護
ニ
ー

ズ
が
大
幅
に
増
加
す
る
一
方
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
に
よ
り
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
や
育

成
は
そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
福
祉
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
求
人

情
報
や
就
職
を
支
援
す
る
各
種
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
福
祉
の
仕
事
フ
ェ
ア
を
シ
リ
ー

ズ
化
し
て
各
圏
域
で
の
開
催
、
介
護
系
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る
「
福
祉
の
就
職
応
援
セ
ミ

ナ
ー
」
に
よ
る
魅
力
発
信
な
ど
、
福
祉
人
材
無

料
職
業
紹
介
事
業
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
「
福
祉
の
お
仕

事
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト　

ふ
く
し
ワ
ー
ル
ド　

体

験
・
発
見
！
ふ
く
し
の
世

界
」
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
等
に
よ
る
福
祉
の
仕

事
の
魅
力
発
信
の
ほ
か
、

県
内
の
高
齢
・
障
が
い
・

児
童
分
野
の
施
設
で
働
く

福
祉
職
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
福
祉
系
大
学
等

の
学
生
と
の
座
談
会
を
実

施
し
、
岐
阜
県
福
祉
人
材

総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
福
祉
の
仕
事
へ
の
理
解
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
介
護
福
祉
士
や
保
育
士
等
の
資
格
取

得
や
再
就
職
を
支
援
す
る
「
返
還
免
除
型
」
貸

付
事
業
を
通
じ
て
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着

の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
介
護
分
野
就
職

支
援
金
な
ど
他
分
野
か
ら
の
就
職
の
促
進
に
取

り
組
ん
だ
。

　
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
経
験

年
数
や
役
職
に
応
じ
て
継
続
的
に
知
識
や
技
術

を
高
め
る
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
生
涯
研
修

（
初
任
者
・
中
堅
職
員
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・

管
理
職
員
）
、
専
門
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
課
題
別
研
修
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ

ナ
ー
、
介
護
技
術
、
ク
レ
ー
ム
対
応
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
）
を
実
施
し
、
人
材
育
成
・
資
質

向
上
に
努
め
た
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
併
用
型
に
加
え
、
新

た
に
動
画
配
信
形
式
を
導
入
し
て
実
施
し
た
。

・
20
研
修
実
施
：
受
講
者　
1
、5
4
4
名

　
（
会
場 

6
8
4
名
、オ
ン
ラ
イ
ン 

8
6
0
名
）

　
販
売
イ
ベ
ン
ト
の
売
り
上
げ
の
他
、
企
業
や

団
体
等
か
ら
の
受
注
や
「
岐
阜
福
祉
の
杜
オ
ン

ラ
イ
ン
」
の
売
上
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

販
売
斡
旋
額
は
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
都
道
府
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議

会
等
と
協
働
し
て
「
全
国
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ

ザ
ー
ル
2
0
2
4
in
ぎ
ふ
」
を
開
催
し
、
全
国

の
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
生
産
・
製
造
さ
れ
た

製
品
を
展
示
販
売
し
、
販
路
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
広
く
県
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

〔
開
催
期
間
〕令
和
６
年
11
月
21
日
〜
11
月
25
日

　
　
　
　
　
（
カ
ラ
フ
ル
タ
ウ
ン
岐
阜
）

〔
参
加
事
業
所
〕59
事
業
所

〔
売
上
金
額
〕１
、９
０
６
、４
８
８
円

2 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
振
興

1 

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保

働
く
人
を
支
え
よ
う

基
本
目
標
３

3 

岐
阜
県
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
の
実
施

2 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
の

　 

資
質
向
上

令和４年度
件数 金額(千円)

221,570
35,882
2,833
270
540
2,179
649

364
262
8
1
2
12
4

令和５年度
件数 金額(千円)

213,601
35,763
3,395
1,590

0
988
411

357
257
11
5
0
9
3

11,314
0

5,793
6,886

11
0
32
20

24,034
0

5,000
3,113

20
0
32
10

211,808
35,142
1,547
1,860

0
1,410
400

369
267

5
0
9
2

47,478
0

4,109
1,528

35
0
25
4

令和６年度
件数 金額(千円)

介護福祉士等修学資金
　　うち、実務者研修
介護職員等再就職準備金
福祉系高校修学資金
福祉系高校修学資金返還充当金貸付事業
介護分野就職支援金
障害福祉分野就職支援金

保育士修学資金 
保育士就職支援資金（雇上費） 
保育士就職支援資金（保育料） 
保育士就職支援資金（準備金） 

〔返還免除型貸付事業の決定状況〕

保育関係

介護関係
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一般会計資金収支決算

総 合 貸 借 対 照 表
◆ 一　般　会　計 令和7年３月３１日現在（単位：円）

令和7年３月３１日現在（単位：円）

令和7年３月３１日現在（単位：円）

◆ 生活福祉資金・生活福祉資金貸付事務費・要保護世帯向け不動産担保型生活資金・臨時特例つなぎ資金

総 合 財 産 目 録

資　　　産　　　の　　　部 負　　債　　の　　部
勘　定　科　目 本 年 度 末 勘　定　科　目 本 年 度 末

流　　動　　資　　産
　　　現金預金 
　　　事業未収金
　　　立替金
　　　会計単位外貸付金

固　　定　　資　　産
　　　基　本　財　産 
　　　その他の固定資産

資 産 の 部 合 計

929,504,461 

897,336,958 

24,422,157 

879,724 

6,865,622 

1,998,678,622 

3,000,000 

1,995,678,622 

2,928,183,083 

流　　動　　負　　債
　　　事業未払金 
　　　預り金 
　　　職員預り金
　　　賞与引当金
 
固　　定　　負　　債
　　　退職給付引当金
基　　本　　金
基　　　　　金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

　 　 69,561,805

49,772,649

141,492

224,208

19,423,456

65,487,901

65,487,901

300,000

220,125,069

2,241,289,568

210,993,148

120,425,592

2,928,183,083

令和6年度

返還金支出 0.9%
分担金支出 0.1%

負担金支出 1.3%
固定資産取得支出 0.2%

積立資産
積立支出
10.8%

積立資産
積立支出
10.8%

助成金支出 0.9%

人件費支出
32.8%

事業費支出 51.2%

支 出
955,560,625円

負担金収入 2.9%

補助金収入
27.6%

受託金収入
26.1%

事業収入 5.0%

積立資産
取崩収入
12.1%

その他の収入 
5.1%

繰入金収入 0.0%

受取利息　　　
配当金収入 0.4%

その他の
活動による収入
17.5%

会費収入 2.7%
寄付金収入 0.7%

収 入
828,105,089円

資　　　産　　　の　　　部 負　　債　　の　　部
勘　定　科　目 本 年 度 末 勘　定　科　目 本 年 度 末

流　　動　　資　　産
　　　現金預金 
　　　有価証券 
　　　事業未収金 
　　　未収収益 
　　　会計単位外貸付金 
　　　徴収不能引当金
固　　定　　資　　産
　　　その他の固定資産

資 産 の 部 合 計

2,878,067,206 

2,142,542,023 

706,220,620 

9,358,730 

3,398,633 

18,591,515 

△ 2,044,315 

8,562,549,645 

8,562,549,645 

11,440,616,851 

流　　動　　負　　債
　　　事業未払金
　　　預り金
　　　会計単位外借入金 
　　　仮受金
　　　賞与引当金

固　　定　　負　　債
　　　会計単位外長期借入金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

　 　　 33,925,760 

6,028,781 

172,950 

25,457,137 

0 

2,266,892 

50,969,327

50,969,327

8,195,004,192

3,501,273,455

△ 340,555,883

11,440,616,851

１．　資　　産　　の　　部 ２．　負　　債　　の　　部
１．流　　動　　資　　産
　　　現金預金
　　　有価証券
　　　事業未収金
　　　未収収益
　　　立替金
　　　徴収不能引当金
　　流 動 資 産 合 計
２．固　　定　　資　　産
　（１）基本財産
　　　　基本財産合計
　（２）その他の固定資産
　　　　その他の固定資産合計
　　固 定 資 産 合 計
資　　産　　合　　計

3,039,878,981

706,220,620

33,780,887

3,398,633

879,724

△ 2,044,315

3,782,114,530

3,000,000

10,507,258,940

10,510,258,940

14,292,373,470

１．流　　動　　負　　債
　　　事業未払金
　　　預り金
　　　職員預り金
　　　賞与引当金

　　流 動 負 債 合 計
２．固　　定　　負　　債
　　　退職給付引当金

　　固 定 負 債 合 計
負　　債　　合　　計
差　　引　　純　　資　　産

　 　 55,801,430

314,442

224,208

21,690,348

78,030,428

65,487,901

65,487,901

 143,518,329

14,148,855,141

　　　

事務費支出 1.8%
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各
務
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

は
８
つ
の
単
位
民
児
協
で
構
成
さ
れ
、
各

地
区
で
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
の
１
つ
で
あ
る
、
鵜
沼

中
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
つ

い
て
、
事
務
局
よ
り
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　
鵜
沼
中
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
31
名
、
主
任

児
童
委
員
２
名
か
ら
成
り
、
鵜
沼
第
一
小

学
校
、
八
木
山
小
学
校
、
各
務
小
学
校
の

３
つ
の
特
徴
あ
る
小
学
校
区
で
形
成
さ
れ

た
単
位
民
児
協
で
す
。

　
鵜
沼
第
一
小
校
区
は
、
各
務
原
市
の
南

東
部
に
位
置
し
、
南
部
は
古
く
か
ら
三
世

代
家
族
が
多
く
、
名
勝
木
曽
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。
北
部
は
、
中
山
道
鵜
沼
宿
・
国

道
21
号
に
沿
っ
て
、
商
業
施
設
が
発
展
し

て
新
興
住
宅
が
増
え
た
新
旧
の
顔
を
持
つ

地
域
で
す
。

　
八
木
山
小
校
区
は
鵜
沼
第
一
小
校
区
の

北
に
位
置
し
、
１
９
７
０
年
代
に
里
山
を

造
成
し
て
団
地
が
建
設
さ
れ
、
１
９
７
３

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
昨
今
は
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
化
率
は
45・4

％
（
２
０
２
４
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鵜
沼
中
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
は
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
協
働

（
双
方
向
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
）

に
よ
り
、
住
民
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て

寄
り
添
い
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
地

区
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
75
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
世
帯
及
び
80
歳
以
上
の
世

帯
を
対
象
と
し
た
「
友
愛
訪
問
」
を
令
和

６
年
の
７
月
〜
12
月
に
２
、４
０
０
人
を

対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
訪
問
時
に
は
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
」
と
書
か
れ
た
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
持
参
し
、
地
域
住

民
の
良
き
相
談
相
手
と

な
る
た
め
の
関
係
作
り

に
努
め
ま
し
た
。

　
友
愛
訪
問
を
行
っ
た
委
員
か
ら
は
様
々

な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
「
友
愛
訪
問
が
訪

問
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
、
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
認
知
度
が
向
上
し

た
」
、
「
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
担
当
地
区
を
よ
り
深
く
知
る

こ
と
も
で
き
た
」
、
「
訪
問
を
喜
ん
で
も

ら
え
、
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
活
動

の
成
果
を
感
じ
た
」
な
ど
友
愛
訪
問
を
行

う
こ
と
で
、
住
民
と
の
関
係
性
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
「
急
な
訪
問
に
対
し
て
不
信

感
を
抱
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
、
「
自
治

会
未
加
入
者
の
情
報
入
手
や
関
係
作
り
が

難
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、
面
識

の
な
い
方
や
訪
問
活
動
に
理
解
が
得
ら
れ

な
い
方
へ
の
対
応
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
各
務
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
委
員
の
方
々
が
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
を
進
め
る
た
め
、
広
報
紙
等
を
利

用
し
た
周
知
活
動
を
強
化
し
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
認
知
度
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
務
小
校
区
は
、
市
の
北
部
に
位
置

し
、
南
北
に
広
が
っ
て
苧
ヶ
瀬
池
や
各
務

野
自
然
遺
産
の
森
が
あ
り
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
歴
史
や
遺
産
も
多
い
地
域
で

す
。
　
現
在
、
地
域
全
体
が
高
齢
者
世
帯
中
心

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
移
動
手
段
や
介
護

施
設
、
見
守
り
体
制
の
充
実
が
福
祉
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鵜
沼
中
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
２
年
間
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
民
生
委
員

互
助
共
励
事
業
で
あ
る
「
指
定
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
」
に
指
定
さ
れ
、
地
域

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
治

体
等
と
連
携
し
、
市
民
と
行
政
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
は
、
各
務
原
市
の
広
報
紙
の
表

紙
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令和６年７〜12月の友愛訪問で
配布したウェットティッシュなど

鵜
沼
中
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

に
つ
い
て

鵜
沼
中
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

取
り
組
み

友
愛
訪
問
を
実
施
し
た
委
員
の

感
想
と
今
後
の
課
題

広
報
紙 

12
月
15
日
号

訪
問
活
動
が
掲
載
さ
れ
た
広
報
紙

顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り

各
務
原
市
鵜
沼
中
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
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社会福祉法人 岐阜県社会福祉協議会　役員名簿　

社会福祉法人 岐阜県共同募金会　役員名簿

纐　纈　晴　美
大　野　一　彦
林　　　信　一
伊　藤　修　二
可　兒　　　敏
中　嶋　　　亘
鷲　見　正　行
坪　井　一　雄
森　　　弘　安
小野寺　茂　樹
河　野　美佐子
澤　井　基　光
山　田　健　司
平　工　佐　富
木　村　利　一
古　田　良　典

共同募金会岐阜市支会長
共同募金会本巣市支会長
共同募金会美濃市支会長
共同募金会瑞浪市支会長
共同募金会下呂市支会理事
共同募金会関市支会理事
共同募金会北方町分会長
共同募金会池田町分会長
岐阜県自治連絡協議会常任理事
日本放送協会岐阜放送局長
岐阜県地域女性団体協議会副会長
岐阜県民生委員児童委員協議会長
岐阜県共同募金会事務局長
岐阜県自治連絡協議会会計
岐阜県民生委員児童委員協議会副会長
古田良典会計事務所（税理士）

森　川　幸　江
神　田　定　夫
井　上　　　悟
澤　井　基　光
村　田　嘉　子
若　山　　　宏
横　川　　　聖
平　下　博　文
可　児　　　亨
金　森　　　勤
窪　田　　　哲
纐　纈　秀　行
林　　　直　康
岡　本　敏　美
竹　中　昌　子
石　原　佳　洋
大　西　三　郎
丹　藤　昌　治
木　村　太　哉
纐　纈　正　浩
安　田　円　司

弁護士
岐阜市社会福祉協議会会長
岐阜県社会福祉法人経営者協議会会長
岐阜県民生委員児童委員協議会会長
岐阜県社会福祉協議会常務理事
岐阜県老人福祉施設協議会会長
岐阜県児童福祉協議会会長
岐阜県知的障害者支援協会会長
岐阜県保育研究協議会会長
大垣市社会福祉協議会元会長
高山市社会福祉協議会会長
八百津町社会福祉協議会会長
岐阜社会福祉事業協力会理事長
岐阜県身体障害者福祉協会会長
岐阜県地域女性団体協議会会長
公益財団法人田口福寿会理事
大垣市ボランティア連絡協議会会長
岐阜県健康福祉部長
公認会計士
岐阜県社会福祉法人経営者協議会青年部会会長
岐阜県民生委員児童委員協議会常任理事

所 属 役 職 名氏　名役  職

所 属 役 職 名氏　名役  職

任
期
：
令
和
７
年
６
月
25
日
か
ら
令
和
９
年
度
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

　

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
役
員
が
選
任
さ
れ
、
６
月
25
日
に
開
催

し
た
第
２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
、
副
会
長
及
び
常
務
理
事

の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
森
川
幸
江
理
事
、
副
会
長
に
は
神
田
定
夫
理
事
、
井

上
悟
理
事
、
澤
井
基
光
理
事
、
常
務
理
事
に
は
村
田
嘉
子
理
事
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
岐
阜
県
共
同
募
金
会
で
は
、
6
月
24
日
に
開
催
し

た
理
事
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
、
副

会
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
、
纐
纈
晴
美
理
事
（
共
同
募
金
会
岐
阜

市
支
会
長
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
の
皆
様

は
次
の
と
お
り
で
す
。

纐纈 晴美 会長

森川 幸江 会長

会長・理事
副会長・理事
副会長・理事
副会長・理事
副会長・理事
理 　 　 事
理 　 　 事
理 　 　 事
理 　 　 事
理 　 　 事
理 　 　 事
理 　 　 事
常 務 理 事
監 　 　 事
監 　 　 事
監 　 　 事

会 　 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
常 務 理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事
監 事

任
期
：
令
和
７
年
６
月
24
日
か
ら
令
和
９
年
６
月
に
開
催
す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で
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ありがとうございました！

「小さな親切」運動岐阜県本部様より寄贈

協同組合平和堂同友店会様より寄贈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▶
「小さな親切」運動岐阜県本部　土屋　諭　代表（写真左）へ感謝状を贈呈 
  県社協 村田常務理事 ＝ 岐阜グランドホテル

　去る６月５日（木）、「小さな親切」運動岐阜県本部様より車いす
10台を寄贈いただきました。本会を通じ、西濃圏内の小・中・高等学
校へ贈られ、福祉教育等で活用されます。

　去る６月５日（木）、協同組合平和堂同友店会様より
小型打楽器約６０点を寄贈いただきました。
　同団体では、音楽を通じて障がいを持つ方々の自立を
支援する「心の音色」プロジェクトとして、組合員店舗
等で家庭に眠っている小型打楽器を集め、社会福祉関連
施設等に寄贈されています。
　なお、寄贈いただきました打楽器は、県内の障がい者
支援施設等にお渡ししています。

▲ 写真中央　協同組合平和堂同友店会　
　 佐田副理事長 ＝ 岐阜県福祉・農業会館

※写真は
　イメージです

　東海テレビ福祉文化事業団では、昭和54年から、みだしの軽自動車の寄贈
事業を行っており、本年度も下記のとおり実施することとなりました。
　つきましては、本会にて申込を受け付けますので、ご案内いたします。なお、
申込用紙は、本会ホームページの「お知らせ」欄からダウンロードしてください。

東海テレビ愛の鈴号（軽自動車）寄贈のご案内

寄贈物品　軽自動車　ダイハツ　ミライース　１台
寄贈時期　令和7年11月
対象施設　・法人格を所有している非営利の団体である
　　　　　・障がい者福祉事業に取り組んでいる
　　　　　・過去に一度も「愛の鈴号」を受納していない施設
　　　　　　（同一法人内の別施設も受納していないこと）
　　　　　・車が必要であること（申込用紙に必要性を記入）

申込方法　本会ホームページからダウンロードした
　　　　　①申込用紙に必要事項を記入のうえ、②定款、
　　　　　③令和6年度の決算報告書（収支計算書・貸
　　　　　借対照表・財産目録等）を添付し、下記まで
　　　　　送付してください。
申 込 先　〒500-8385 岐阜市下奈良2-2-1
　　　　　岐阜県社会福祉協議会  施設人材部
　　　　　TEL 058-201-1562

⇒https://www.winc.or.jp/

応募締切
令和7年
８月7日㈭
必着

寄贈先施設の皆様
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